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論文内容要旨
王緒論
 受精に際して精子が邸内に侵入すると卵表面に一連の変化が起る。引き続き核や細胞質の変化を
 経て卵割へと進行する。しかし精子によらず人工的な刺激によって同じような卵細胞質の活性化
 activatめnをひき起すことが出来る。卵細胞質の活性化にともなって卵構造の変化が起る。この変
 化は人工付活剤を使ったとき,細胞質運動としてとらえることが'出来る。したがって,この運動の
 解析は細胞質流動のみならず卵の付活冷よび細胞分裂の解明に役立つものである。
 本碕究は,この観点から細胞質流動の機構を明らかにすることを目的としている。
 宜オキシン(⊃x加eによる細胞質の活性化
 金属キレ一夕ーであるオキシン(8-Hydro〉研q擁noline)はウニ∬θ伽廊鋤功℃`%s,S卯0れg鮮`o-
 08撹γ碗粥,ヵキC惚SSosむ惚α,シオフキMα謡γαなどの卵の良好な人工付活剤であることを見出
 した。すなわちオキシンの海水飽和溶液(7×1σ3M)にウニの朱受精卵を浸すと,1～3分で受
 精膜の形成が見られる。金属イオンの添加実験を試みた結果,このオキシンの作用はGu+ト,F甜+
 Zn+トなどによつて抑制されるがGa→+では抑制されない。またこの受精膜形成が溶液中で起るこ
 とから表層粒に直接に働くと伝われているモノゲン,ラィポンなどの付活作用と類似の効果をもつ
 ていることが明らかになった。
 また,オキシンの希薄溶液はカキ,シオフキ卵などに付活をうながし,シオフキ卵では幼生を容
 易に得ることが出来る。したがってオキシンは良好な人工付活剤の一つである。
 皿細胞質流動の誘発と活性化との関連
 JacquesLoeb(1901)はウニ・4幡α面α卵で,近年Rubhun(1963)はホッキガイSがs%Zσ卵で,
 細胞質流動(アメーバ状運動)を報告している。しかしこの現象がどの様な状態で起診得るものか
 不開であった。
 オキシンの海水飽和溶液はカキやシオフキ卵に激しい細胞質流動をひき起すことが見出された。
 オキシンの各濃度で未受精卵を処理することにより卵膜をとり除くような卵細胞質への作用が細胞
 質の流動を誘発するのであることが明らかとなった。従ってオキシンは弱ぐ作用したとき卵に対し
 て正常な付活をひき起し,胚胞の崩壊,極体の放出,卵割などの一連の発生過程を導くが.長時間
 作用させたときは極体の放出をともなわず急激な細胞質流動を導く働きをもつ。
 受精卵にも同様の細胞質流動を誘発することが出来る。受精後間もない卵では未受精卵の場合と
 同じ流動が起り,そのまま流動を持続する。2細胞期以後の卵では,一時卵の表面に急激な細胞質
 流動を起すが.分裂時に直ちに静止し分裂行動に入る。従って流動中の細胞質は分裂装置mitotic
 apparatusの消長と関連があるものと考えられる。
 W媒液と運動との関連
 細胞質流動は形態的に数多くの種類がみられる。挙足運動monopodialmovemen土,多足運動
 mu}tipodialmovement,葉状周廻運動roね員ngIobopodiahnovement,内部不規則流動
 玉nternal致reguiarstreamingと噴水流動fountainstreamingなどがある。これらの運動の
 間に相互変換が起りうる。このなかで葉状周延運動が普通で,このとき急速な流動と緩漫な流動が
 交互に律動的に起る。一匹転に要する時間はほぼ一定している。ぞの速度は25℃で26μ./sec程度であ
 る。この細胞質流動には媒液の浸透圧が強く影響し,海水と等張でなければならないが,海水にみ
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 られるイオン組成の変化は影響しない。この点は筋肉収縮の場合と異なる。PH4以上では運動に
 影響はなく,アルカび側で正常である。
 V透明質の活性化と細胞質流動
 1Mシヨ糖溶液と正常海水を6:4の割合で混合した溶液中で,カキの未受精卵に15,0009,10
 分程度の遠心力をあたえると,3つの部域,即ち遠心片centrifuga1,中開透明片・middleclearと
 求心片centr三petaiに切断される。遠心片於よび求心片は主として不透明細胞質よりなり・中間片
 は透明質よりなる。各片にオキシンによって細胞質流動を誘発すると,甲闘片が最も著しい全体的
 な流動性を示す。このことから卵に冷ける細胞質流動は透明質の活性化によってひき起されるもの
 と結論される。このことはまた,細胞質流動の際,透明質の流動が先行し,卵黄粒などがそのあと
 に続く事実からも明らかである。
 男運動と酸素消費量との関連
 正常では著しい流動惟の見られない卵が,前記の処理によって急激な流動性を獲得し,長時間,
 その運動を持続する。この運動のエネルギー源を探るために,いくつかの呼吸阻害剤を用いたカ～
 そのうち了ザイド,サイアナイド,2,4ジニト潔フェノール,モノヨード酢酸などの適当な濃度
 によってこの運動が顕著に阻害されることが解った。したがってこの運動には呼吸が関与すると推
 定される。この実験事実をもとに未受精卵,受精卵,運動卵に寿げる酸素消費量をワールブルグ検
 尿計で測定した。その結果では,運動卵の酸素消費量は未受精卵のそれよりも高いが,受精卵より
 も大きい値を示すことはなかった。した・がって酔牽消費量との直接の関係は見出せなかった。
 靱温度との関係からみた細胞質流動
 細胞質の流動性は温度と密接な関係をもつている。約15～35℃の温度範囲では葉状周廻運動がた
 もたれ,この運動の頻度(エ時間に沿ける回転数)は温度の双曲線として変化する。すなわち温度
 と運動との関係は不可逆的な一次化学反応の式;Arrhe面usequatlon
μ1
 1nK尊G一万丁
 によくあてはまる。しかもQ・oの値は15-25℃で2.43,1δ5-28.5℃で2.55,20-30℃で2ρ6フ
 25-35℃では2・10であった。すなわち温度の変化によってQ・oは著しい変化をうけないことが注
 目される。このことは細胞分裂と異なる点である。
照総論
 細胞質流動ぱ卵細胞質の活性化作用によって誘発され,卵の構成要素のなかでも特に透明質の活
 性化に密接な関係をもつていることが明らかになった。したがって正常卵に冷ける受精に続く卵分
 極ooplasmiosegregati面及び分裂時にみられる細胞質流動の際,透明質が主要な役割を演じてい
 ることが推論される。また分裂卵に誇ける細胞質流動は,分裂時に沿いて停止する事実から分裂装
 麗と透明質との関連があると思われる。
 この研究でとり出された細胞質流動系は,生物的な比較的単一な系であり卵細胞質の動的な解析
 に役立つものである。
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 鈴木真太郎提出の論文は,カキの卵のアメーバ状運動の誘起と人工単為生殖についてと題する1
 篇で,内容は6部から成る。金属のキレート剤として知られているオキシン(8一ヒド・オキシキノ
 ヘリン)を海産動物の卵に作用させたとき,これが人工単為生殖を齢こさせることを知り,その作用
 を検討中,各種の二枚貝の卵にアメーバ状運動を沿こさせることを発見しアそれらの機構を研究し
 たものである。
 バフンウニ,キタムラサキウニ,カキ,シオ;7キなどの未受精卵をオキシンの海水溶液に浸すと
 受精膜が形成せられ,適当な濃度では卵を付活し1発生を促すことをみた。その生体内での作用機
 構は不明であるが,鋼,鉄,亜鉛などの金属イオンを加えることによリオキシンの作用が抑制せら
 れることから金属キレート作用と何かの関係があるものと思われる。
 更にカキ,シオフキの卵では未受精卵でも受精卵でもオキシンを作用させることにより細胞にア
 メーバ状運動を寄こさせる。この様な運動は正常の卵では観察されない達)のである。卵の付活とア
 メーバ状運動との関係を見ると,オキシンの低濃度では卵を付活して,その発生をはじめさせるが,
 高濃度では卵割を齢こさせず,むしろはげしい細胞質流動を寄こさせて,アメーバ状運動とな匂,
 受精卵で卵割が誇こるときはそれまで見られたアメーバ状運動が停止することから,流動中の細胞
 質は分裂装置の消長と関連があるものとみている。
 鈴木は上記の方法で誘起されたアメーバ状運動は速度が25℃で,毎秒26μ程度で進行し,且つ安
 定して長時間つづぐのでその性質について研究を行っている。媒液の必要条件としては海水と等張
 であること,筋肉の収縮と異りイオン組成の変化は影響がないこと,PH4以上では運動に影響が
 ないことをみている。
 また,アメーバ状運動をする卵の酸素消費量は受精卵のそれよりも低く,特にその消費量を増す
 ことはないが}アザイド,サイアナイド,2,4ジニトロフェノール,モノヨード酢酸などの呼吸
 阻害剤で阻害されることから,卵の呼吸系と関連があるものと推定している。温度の影響はQ・・の
 値が15℃から35℃の範囲内で2.4前後であまり著しい変化がないので,細胞分裂のそれとは異ると
 見ている。
 鈴木真太郎の論文は正常の状態では観察されない卵のアメーバ状運動を人工的に冷こさせて,そ
 の現象の大要を明らかにしたものであって,今後の細胞質の流動現象の研究に新しい問題を提起し
 たものであり,この新事実の開拓は発生学に貢献するところ大であると考えられる。
 よって審査員一同は鈴木真太郎の論文は理学博士の学位論文として合格とみとめた。
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